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ンでもアセアンでも取組取組が強化されつつある省エネ対策    

 

アセアン各国は、日本と比較すると電力料金やガソリン代は安い。これは、

日本が再生可能エネルギー導入促進や税金などの負担があるため、そもそもの

価格が高いという理由があるが、アセアンでは、エネルギー利用に対する補助

金が政府から負担されているなどの理由から、大きな差となっている。日本で

は、一般家庭用電気代は 0.19～0.29 米ドル/KWh（東京電力従量電灯 B、30A

契約。さらに基本料金が約 850 円/月）、業務用が約 0.15 米ドル/KWh であるが、

下表の ASEAN 各国では、ベトナムやマレーシアの半額程度など、かなり安い

ことが分かる。 

アセアン主要国における電気料金と補助金の動向 

 

出所）野村総合研究所 知的資産創造 2014年 10 月号 44 ページ 



 

このようにアセアンでは電気代などがエネルギーコストは安く、省エネに対す

る意識は低かったが、経済成長に伴いエネルギーの使用料が増加し、政府によ

るエネルギー補助金が各国の財政負担が増加している。これに対して、各国で

は、エネルギー補助金の引き下げとともに、省エネルギー対策を強化しつつあ

る。タイでは、早くから省エネルギー関連法・規制に取り組んできていたが、

近年になって多くのアセアン諸国においても新たに制定している。 

アセアン主要国における省エネルギー関連規制の動向 

 

出所）野村総合研究所 知的資産創造 2014年 10 月号 43 ページ 

 

我が国は、省エネルギーに対しては、多くの技術開発を行い、機器の普及に

ついては、世界的に見ても先進的であると言える。我が国の多くの企業は、そ

の技術や機器に対応してきており、これらをアセアン各国に展開していくこと

により、新たなビジネスが生まれる可能性が高いだろう。ご関心のある方は、

以下のページに本稿の参照にした資料があるので、御参照していただきたい。 

野村総合研究所 知的資産創造 2014 年 10月号 

「ASEAN における省エネルギー関連の事業機会と参入上の課題」 

https://www.nri.com/~/media/PDF/jp/opinion/teiki/chitekishisan/cs201410/cs20141005.pdf 

 


